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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，「CoP-AAE：動物介在教育のための実践コミュニティ」の構築による
心と体を育む動物介在教育プログラムの開発を目指すものである。日本では、
幼稚園などで動物を飼育して、子供達の情操教育に生かすという伝統があるが、
実際には、幼稚園の教育の知識不足などから、効果的な教育が実施されず、そ
の結果、飼育動物の福祉も脅かされている。そこで本研究では、Cop の構築を通
した異分野の共同研究と相互交流により、幼稚園のための動物介在教育プログ
ラムを完成させた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Traditionally, most Japanese kindergartens have kept many small animals to provide 
positive effects on the behavioral and emotional development of children. However, 
some studies have indicated several issues in animal welfare such as unsanitary 
animal housing in Japanese educational facilities. The aim of this study was therefore 
to develop the animal assisted education program through the construction of 
Cop-AAE which consists of researchers who have different study area.  
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１．研究開始当初の背景 
地域社会では子どもたちによる凶悪犯罪が
増加し、自殺につながる悪質ないじめが横行
するなど、子どもの心の荒廃が深刻化してい
る。文部科学省の調査では、2006 年度に全
国の小中高校でいじめとして認知された件

数は 12 万件を超え、自殺した児童・生徒は
171 名にも上った。利己的な欲求を抑制する
ことができず突然にキレる子どもや、他者を
傷つける子どもたちが急増しており、中教審
は、生き物とのふれあいを通して命の大切さ
を実感させることを提言しており、生き物を
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通した教育の重要性を指摘している。 
「動物介在教育」は、「動物介在療法」と「動
物介在活動」の効果を教育に応用したもので
あり、生き物との交流を通して、他者の気持
ちや痛みを察する心と習慣を身につけ、思い
やりと共感の眼差しを向ける人間を育てる
ことを目的としている。 
国内における「動物介在教育」に関する研究
は比較的少ない。応募者は、これまで国内の
幼稚園における動物飼育の現状に関するフ
ィールド調査を行ってきた（谷田ら,2001）。
その結果、ウサギなどの飼育が最も一般的で
あったが、施設の不備、不適切な飼育管理、
教員の知識不足など多くの問題を抱えてい
ることが明らかとなった（谷田ら,2001）。そ
こで応募者は、動物福祉（動物の能力や習性
に応じた適切な飼育管理）の向上に関する研
究を並行して行い(谷田ら,2008)、適切に飼育
された健康な動物による教育の実践を目指
してきた。一方、近年、食育推進基本計画
（2006）において「農作業等の体験の機会を
提供する教育ファームを推進する」ことが推
奨され、食と農を一体化して教える「食農教
育」の必要性が重視されている。そこで応募
者は、「食農教育」と「動物介在教育」を組
み合わせた「家畜介在型食農教育プログラ
ム」の開発にも取り組んできた(谷田ら,2008)。 
国外では、動物飼育が子どもに及ぼす効果に
ついての研究が進んでいる。子どもにとって
動物は、伴侶、友達、仲間、崇拝者、親友、
信頼できる存在であり、子どもの学習の支援、
精神的外傷の緩和、情緒的問題の軽減、精神
衛生の向上という役割のあることが報告さ
れ て い る (Levinson,1962, 1964, 1967, 
1969,1972)。特に犬には子どもの心を安定さ
せ る 効 果 が あ る と 言 わ れ て い る
（Heiman,1965）。また、動物飼育には様々
な教育的効果があることも報告されている
（ Blue, 1986; Frith, 1982; Bailey,1988; 
Covert et al., 1985; Davis, 1987; Mader et 
al., 1989）。また、ペットを飼育することで子
どもの共感能力が高まることも明らかとな
っている（Bryant, 1985; Poreskey and 
Hendrix, 1990）。またペット飼育は子供の知
能、運動能力、社会性の発達に影響し、特に
ペットに対する絆が強いほど共感性が高く
なると言われている（Poresky, 1996）。さら
に、子どもとペットの絆は、認知能力の発達
（ Kidd and Kidd,1985 ）や社会的順応
(Melson and Taylor,1990)を促進するという
報告もある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、子どもたちの健全な心と体
の育成にある。わが国の子どもたちを取り巻
く近年の社会環境は、経済効率一辺倒による
競争至上主義の蔓延、物質的豊かさの追求、

無秩序な開発による自然環境の破壊、核家族
化による世代間の絆の消滅、食と農の乖離に
よる食に対する認識の低下や食生活の乱れ、
ゲームへの過度の依存による現実世界とバ
ーチャル（仮想）世界の混同など、心と体の
育成にとって決して望ましいものではない。
特に、自然の中で体を動かしながら生き物に
触れたり自らの手で植物や動物を育てたり
するなど、生き物の誕生・成長・死を肌で感
じる体験を喪失している。その結果、早くか
ら競争意識のみが芽生え、他者と協力して遊
び学ぶ喜びを知らない子どもが増え、運動機
能の低下や不規則な食生活からくる成人病
の増加も顕著になっている。その結果、肉体
的に不健康で、自己抑制のきかなくなった子
どもが増加しており、それが、不登校の常態
化や、いじめによる自殺の増加、犯罪の低年
齢化と凶悪化、学級（学校）崩壊などにつな
がっているという指摘がある。 
そこで本研究は、動物介在療法の流れを汲む
「動物介在教育」を通して、「いのち」の大
切さ、他者への思いやり、自然環境への配慮
を教えることで、肉体的にも精神的にも健康
な子どもたちを育てることを目的とする。具
体的には、様々な分野の専門化が研究分担
者・研究協力者として参加する「CoP-AAE：
動物介在教育のための実践コミュニティ」の
構築を通して、幼稚園で実践可能な「子ども
たちのための心を育む動物介在教育プログ
ラム」の開発に取り組む。 
 
３．研究の方法 
平成２１年度には、「動物介在教育実践コミ
ュニティ」を立ち上げることとした。平成２
２年度には、「動物介在教育プログラム」実
施前の評価調査として、１）幼児に対して、
動物、自然、食に関する意識（愛着度を含む）
調査を、２）教員に対して、動物、自然、食
に関する意識（愛着度を含む）調査を、３）
介在教育に用いる動物（小動物、犬、家畜）
に対して、動物の福祉、健康、飼育状況の調
査を実施することとした。さらに、教育プロ
グラムを現場で実践するとともに、幼児と動
物の活動などの変化を１年間にわたりモニ
タリングすることとした。平成２３年度には、
平成２１年度と同様の方法で「動物介在教育
プログラム」の効果を評価するとともに、平
成２２年度のモニタリングの結果と合わせ
てプログラムの改善点について検討し、幼児
教育の現場で実践可能な「動物介在教育プロ
グラム」を完成させることとした。 
 
４．研究成果 
本研究は，「CoP-AAE：動物介在教育のための
実践コミュニティ」の構築による心と体を育
む動物介在教育プログラムの開発を目指す
ものであり、その核となるそれぞれの研究分



担者と研究協力者が共同することによって、
「子どもたちのための心を育む動物介在教
育プログラム」に関する研究を実施すること
ができた。特に平成 23 年度は，帝京科学大
学の木場氏と広島大学の森元氏を研究分担
者に加えることにより、「飼育動物を通した
動物介在教育プログラム」「動物を含む自然
環境を通した教育プログラム」「犬の訪問活
動を通した動物介在教育プログラム」の研究
を行い、幼稚園の現場に対応できるプログラ
ムの開発を試みた。一方で、実践コミュニテ
ィの構築については、研究代表者と分担者が
所属する広島大学の農学系の学生（飼育動物
や家畜に関する専門知識を有した学生）、研
究分担者が所属する福山平成大学の教育学
系の学生（将来的に幼稚園・保育園で保育者
を目指す学生）、研究協力者が所属する広島
アニマルケア専門学校の学生（犬の訓練に関
する専門知識を有した学生）、広島大学附属
三原幼稚園の保育者が相互に交流できるシ
ステム作りができた。この CoP により、これ
までには不可能であった異分野間の共同研
究と相互交流が可能となった。また、これら
の研究成果の一部を、国内学会及び国際学会
で発表するとともに、幼稚園などの保護者と
保育者を交えた研修会でも報告することが
できた。さらに平成 24 年後半には、これら
の研究成果を基に、幼稚園，保育園，小学校
の教員及び保護者向けに「幼児のための動物
介在教育ハンドブック」あるいは「幼児のた
めの動物介在教育入門書」を出版する予定で
ある。  
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ラムの開発に関する予備調査，第 59 回日
本理科教育学会中国支部大会，2010 年 12
月 4 日，山口大学共通教育棟 

14. 森元真理・木場有紀・谷田 創，幼稚園
における動物飼育に関する研究 ～教員が
必要とする情報とは～，子ども環境学会 
2010 年大会，2010 年 4 月 24 日，広島市
まちづくり市民交流プラザ 

15. 望月悦子，育てよう、今こそたくましく
生きる子どもをー自然体験を通してー，三
原市立田野浦幼稚園教育研究会，2010
年 11 月 10 日，三原市立田野浦幼稚園 

16. 望月悦子，幼児期に育てたいコミュニケ
ーション力の土台，三原市立沼田東幼稚
園教育研究会，2010 年 10 月 27 日，三原
市立沼田東幼稚園 

 
〔図書〕（計 1 件） 
望月悦子・森元眞紀子・平岡弘正・小野順
子, 準備と自己評価で実力を養う幼稚園
教育実習.平岡弘正 監・著，森元眞紀子・
小野順子  編著 , ふくろう出版 , 2011，
160pp  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
「広島大学動物介在教育プロジェクト
（ACE）」 
http://home.hiroshima-u.ac.jp/aae316/ 
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